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WINDOWS

PYTHONのインストール

 Pythonインストール
 https://www.python.org/downloads/

 Pythonの3系インストール

 install時に Customize installation

→ Optional Features

→ Advanced Optionsの

Add Python to environment variables

          をクリック

 openpyxlのインストール

dos画面から以下を入力
py -m pip install openpyxl

py -m pip install python-docx

py -m pip install openai

（Pythonの各VL毎にインストールが必要）

https://www.python.org/downloads/
https://www.python.org/downloads/


WINDOWS

教材のダウンロード、実行

教材のダウンロード
http://49.212.137.6/

よりプログラムファイルをダウンロード

zip形式なので解凍する。

7zipがお薦め。

https://sevenzip.osdn.jp/

 IDLEを起動してPython実行
File→Openでプログラム指定

プログラムを修正

Run→Run module

これをクリック

http://49.212.137.6:2000/
http://49.212.137.6:2000/
https://sevenzip.osdn.jp/


本日の内容

 Excel連携

✓ 複数のシートをまとめる

✓ 顧客マスタからデータを転記する

 word連携

✓ 文書内のテキストを取り出す

✓ wordテンプレートを活用する

✓ EXCELとwordの連携

 AIプログラミングの実習



複数のシートをまとめる
XN1０ 複数のシートを一つにする
 dataフォルダーの売上データ_6月入力ブックの中の4月売上シート、5月売上
シート、6月売上シートをまとめて第一四半期売上シートを新規に作成する。

 第一四半期売上シートは先頭のシート位置に作成する。

4月売上シート
第一四半期売上シート

5月売上シート

6月売上シート



複数のシートをまとめる
XN1０ 複数のシートを一つにする

dataフォルダーから売上データ_6月入力読み込み

空のリストを作成

・最初のシートはヘッダーを含め1行目から読む
・2番目のシートはヘッダーを除外して4行目から読む
・row_listに順次値を格納

第一四半期売上シートを末尾に作成

・第一四半期売上シートにrow_listの内容を
順次格納
・日付の表示形式設定、計算式設定

・先頭シート位置の移動量を計算し、先頭シート位置に移動
・新規ブック名を指定して格納



複数のシートをまとめる
XN1１ 複数のブックをシート名ごとにまとめる
 data/売上全支店フォルダーにある複数のブックを同名シートごとにまとめて、
新しいブックに保存する。

東京支店 大阪支店

4月売上シート

5月売上シート

6月売上シート

4月売上シート

5月売上シート

6月売上シート

＋

＋

＋



複数のシートをまとめる
XN1１ 複数のブックをシート名ごとにまとめる

data/売上全支店フォルダー内のexcelブック取得

最初のブックからシート名取得

格納用の新規シート作成

各ブック名の同一シート名のデータをrow_listに読み込む

row_list を順次読んで書式設定を行い
書き込む

不要シートを削除して保存



EXCELデータをデータベースのように扱う

XN1５ 顧客ごとの請求書作成
 dataフォルダーに顧客マスタEXCELがあります。

 顧客マスタを使用して顧客ごとの請求書を作成する。



EXCELデータをデータベースのように扱う

XN1５ 顧客ごとの請求書作成

 顧客マスタを読み込んで顧客リストを作成する。

顧客マスタを読み込むget_master関数

顧客マスタを指定してget_master関数を呼び出す



帳票作成

XN15 顧客ごとの請求書作成
 売上データ_202604から、請求書ひな型を使用して顧客ごとの請求書を生成



帳票作成

XN15 顧客ごとの請求書作成 ～ 単数シート ～

・get_masterによりcustomer_listに顧客データ読込み

・処理対象の売上データを指定
・請求書ひな型データを指定

・顧客マスタのcustomer_idに一致するデータの取り出し

・一致するデータが存在する場合にひな型ブックに新規
シートをcustomer_id名で作成
・顧客名と日付を設定

・取得したデータを順次新規シートに書き込む
・消費税が8％対象のマークを設定

・不要シートを削除し保存



XN16 WORD処理を学ぼう

 Python-doｃｘは、Pythonでwordファイル（.docx形式）を作成、
編集、保存が簡単に行えます。

 ターミナルから以下のpipコマンドを入力してインストール

py -m pip install python-docx

【pipは、Pythonのパッケージを簡単にインストール、アップグレード、アンインストールするツール】



XN16_READDOC

WORD処理 文書内のテキストを取り出す

 ｗｏｒｄファイルを読込み、段落（paragraph)プロパティを使って
内容を表示する。

for文で段落（paragraph）を順次
取り出す



XN17_WRITEDOC

   WORD処理 WORDテンプレートを活用する

 wordファイル（letter.docx)を開いて日付、宛名等を書き換える

書き換える内容を辞書型データで指定する

辞書型データに沿って一つずつ置換処理
を行う



XN18_WRITEDOC_FORMAT

WORD処理 WORD書式を設定する

強調表示の書式設定を行う。

p.runs[0].fontプロパティにより太字、下線、文字サイズ
の変更を行う。



XN19_WRITEDOC_EXCEL EXCELとWORDの連携

 Excelの顧客名簿を元にwordの案内状を作成



CHATGPTによる
AIプログラミング



XN20       CHATGPTによるAIプログラミング

ChatGPTは、自然言語処理の技術を使って会話文章を解析し、ディープラーニングを使って文章を生成
するシステム

1. 長所
✓ 自然言語処理: 非常に流暢な文章生成が可能で、多くの場合、人間らしい自然な会話ができます。
✓ 応用範囲の広さ: 文書作成、プログラミングのアシスト、アイデア出し、教育サポートなど、多様な用途

で利用されています。

2. 短所・課題
✓ 誤った情報の生成: 確信を持って誤りを提示することがあり、検証が重要です。
✓ 最新情報の制限: 知識の更新に制限があり、最新の情報やイベントには対応できない場合がある。

⇒ 私が作成したプログラムは、この欠点を補う機能を持っている。

ChatGPTを使ったAIによるプログラミング
日本語でプログラム生成の要求を行うとChatGPTがプログラムを自動生成します。



ディープラーニングとは何か？
（深層学習）



ニューラルネットワーク
ニューラルネットワークは、脳の神経回路から着想を得た数学モデル。
ニューラルネットワークは「層（Layer）」で構成されています。

•入力層
データが最初に入る場所です。たとえば、画像認識の場合、ピクセルの値が入力されます。

•隠れ層
入力データを処理する場所です。ここで計算が行われ、データの特徴が抽出されます。
複数の隠れ層があるものを「ディープニューラルネットワーク」と呼びます。

•出力層
最終的な結果を出す部分です。
たとえば、猫か犬かを判別するタスクでは「猫」「犬」の確率が出力されます。



ニューラルネットワーク
学習の仕組

学習データ

入力データ モデル 予測値

正解値

損失関数

学習（勾配下降法）

正解値と予測値がどの
程度近いかを示す

損失関数を最小とする変数
（パラメタ）を見付ける

微分が重要要素



XN20_1 勾配下降法
 勾配下降法（Gradient Descent）は、目的関数（損失関数）の最小値を求める方法

 関数の一番低いところ（最小値）を見つける方法
 スタート地点: 開始地点を決める・

 傾きの計算: 今いる場所の傾きを微分により調べる。

 一歩進む: 傾きの急な方向（マイナス方向）に進む。

 繰り返す: これを何回も繰り返します。最終的に山の一番低い場所にたどり着くまで続けます。

𝑓 = 𝑥 − 3 2のグラフ



X20_2 勾配下降法 曲面

𝑧 = 𝑥2 + 𝑦2の関数
をﾜｲﾔﾌﾚｰﾑで描画

開始点 （3，4，25) に●を描画

・偏微分値で次の点を求める
・次の座標位置に●を描画

2秒ごとにｱﾆﾒｰｼｮﾝ描画



 層が深いほど情報を段階的に処理できるようになる。

（複雑な問題を解けるようになる）
 画像なら

 第1層：エッジ

 第2層：角、模様

 第3層：パーツ（目・鼻）

 第4層：顔全体第

 5層：人物の種類

 言語なら
 第1層：文字・単語

 第2層：文法的関係

 第3層：意味的関係

 第4層：文脈

 第5層：意図・推論

深さが増えるほど、より抽象度の高い特徴を自動で学習できる。 

X20 ディープラーニング（層が複数）が強力な理由



XN20 CHATGPTによるAIプログラミング

プログラム生成の入力例を以下に示す。
 素数を生成するプログラムを提案して下さい。

 さらに高速な素数生成プログラムを提案して下さい。

 数当てゲームを提案して下さい。

 カウントダウンプログラムを生成して下さい。

 可愛い猫の画像を取得するプログラムを生成して下さい。

 openpyxlを使ってExcelデータを読んでword文書に変換するプログラム。

など

 ChatGPTが自動生成したpythonプログラムを以下の名前で格納。

XN20_prg数字.py



CHATGPTによるAIプログラミング
✓ このプログラムは、ChatGPTへの情報を与え、その情報をもとに会話を進め、会話を記録する。
✓ プログラム生成の要求を行った場合、自動生成されたPythonプログラムを新規Pythonプログラムとして格納する。
✓ excelに記載された情報を読込み、ChatGPTへ与える情報の作成を行う。
✓ 会話の記録をword文書として作成し保存する。

✓ ChatGPTのキーを指定

✓ excelのchatgptシートから情報を読込む
✓ Sの文字の情報のみをChatGPTに、

role systemとして情報を与える。

✓ ChatGPTとの会話を記録するword文書を定義
✓ タイトルヘッダーを設定

✓ ChatGPTへの情報を記載されたexcelを指定する



CHATGPTによるAIプログラミング
✓ ChatGPTとの会話内容を蓄積し、毎回会話全体を与えることにより討議した内容を踏まえた会話ができる。
✓ ChatGPTからPythonプログラム生成の返答が有った場合、新規pythonプログラムとして格納する。
✓ endの入力で終了し、会話内容をword文書に保存する。

✓ endが入力されるまで継続
✓ modelでgpt-4o-miniを指定
✓ 質問をChatGPTに行う

✓ 質問内容の入力
✓ roleでuserを指定し、質問内容をリストに追加

✓ ChatGPTからの返答を印刷

✓ chatgptの返答をassistantとしてリストに追加

✓ word文書の格納

✓ ChatGPTからのPthonプログラム生成から判断
✓ Pythonのプログラムを取出す
✓ プログラム番号を生成して新規Pythonプログラムとして格納



終わり



経歴

富士通で32年間ソフトウェア開発（大型OS、コンピュータグラ
フィックス、CAD等）を中心技術者として従事。

 8年間トヨタ傘下の共和レザーで基幹情報システム開発、シス
テム監査に従事。

 ２年間ソフトウェア会社（CSE)にて認証ソフト開発コンサル、
その後言語変換業務開発コンサルに従事。

東海大学海洋学部非常勤講師(2001年～2006年）

 email

 ksys@kkotani.net



付録



PYTHONの標準 GUI

TKINTER

 Pythonプログラムの起動画面作成するのにどうするか？

 Tkinter を使って構築する

  Tkinterは、Python からGUIを構築・操作するための標準ライブラリ

以下のウィジェットを組み合わせて画面を作る

ラベル、 1行入力ボックス、 ボタン、 チェックボックス、 ラジオボタン、

リストボックス、  メニュー、  スクロールバー、  キャンバス など

 以下の画面を作成



PYTHONの標準 GUI 

LAUNCHER PYTHON起動画面作成
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  f =    ( x − 3 ) 2


  z =  x 2 +  y 2


  開 始 点

